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概要 
機械産業分野では，摩耗量や切削量を高解像度で，か
つ運転中にリアルタイムに測定する方法が熱望されて
いる． 
本方法を用いれば，回転軸，回転軸受，ブレーキデイ
スク等の交換時期が予知でき，過度の交換を不要にする
経済的な効果ばかりでなく，不慮の事故を未然に防ぐこ
とも可能となる。また，現在まで必要であった寸法計測
のための機械停止が不要となり，加工時間の短縮とコス
ト低減にもつながる． 
 測定原理は，測定面からのレーザー反射光を２光束に
分け，それらの光量変化から，摩耗量を高解像度で，       図１ 測定光学系 
リアルタイムに測定するものである．                
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測定面 
焦点距離より前に
ピンホールを設置 
焦点距離より後ろに
ピンホールを設置 
摩耗部品の過度の交
換が不要． 
試料表面の凹凸を数μｍの 
測定解像度でリアルタに測定可能 
加工時間の短縮，
コスト削減． 
測定面からのレーザー
反射光を2光束に分け，
それらの光量変化から
測定 
摩耗量や切削量を
高解像度で，かつ
運転中にリアルタ
イムに測定する方
法やその装置が熱
望されている． 
機械部品等の表面
凹凸の測定時は，
運転を一時停止す
る必要がある． 
 
シーズ 
安全性の向上． 
焦点の前後にピンホ
ールを設置すること
により，試料に凹凸
がある場合光量変化
を得る． 
２光束レーザー法に
よる表面凹凸のリア
ルタイム測定法 
